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新 地域おこし協力隊通信 第22回 平野平野

着任当時の状況
私は令和6年2月に小鹿野町の地域おこし協力隊

員に着任しました。早いもので、協力隊任期の半分
余りが経過しました。
私の小鹿野町での協力隊員としての任務は「空き
家対策」です。もともと空き家対策に必要な知識や
法律資格はありましたが、そうかと言って、よそ者
が突然やってきて「私が小鹿野町の空き家を何とか
します」といくら声高に叫んでもすぐにどうなるとい
うものでもありませんでした。
地域おこし協力隊員というのは、地域活動をする

というだけではなく、その地域に移住・定住すると
いう側面を合わせ持っています。つまり地域の一員
として、その地域に根付いていくということも任務の
一つと言うことができます。むしろ地域に根付いて
活動の基盤ができなければ、いくら力んでみたとこ
ろで活動は空回りして実行性がありません。したがっ
て、これが活動するに当たっての第一関門というこ
とができると思います。
基本は空き家バンク登録
着任して一年目は、小鹿野町の空き家の状況がい

かに深刻であるかを知ってもらい、空き家を放置す
るとどんな不利益があるか、ということを周知させ
るために、チラシの配布、空き家相談会の実施、セ
ミナーの開催などを精力的に行いました。もちろん、
空き家を所有していることは不利益になるというだ
けでなく、利活用や売買することによって収益に繋
がることも周知しました。
そして、なるべく空き家バンク登録してもらうよう、
空き家所有者に電話し、さらに通知書を送付して空
き家バンク登録を促すようにしました。
これが功を奏して、2年目は空き家相談も増加し、
空き家バンク登録申請の増加に繋がりました。

　各隊員の活動を詳しくお伝えする地域おこし協力隊通信。第22回は平野敏満さんの活動を紹介します。

小鹿野町町民の権利意識
さて、以下に、これまで協力隊員として、実際に
現場で活動してきて感じたことを述べてみたいと思い
ます。やや耳が痛いかもしれませんが、ご容赦くだ
さい。
まず、小鹿野町のみなさんの権利意識の低さを挙
げなければなりません。その原因としては、地理的、
歴史的な背景が影響していると考えられますが、例
えば契約行為一つをとっても、契約書を作成しない
で口約束だけで契約を締結している場面が見受けら
れます。裏を返せば、お互いの信頼関係に基づいて
いるということもできますが、後に言った言わない
でトラブルになったとき、証明のしようがありませ
ん。ぜひ、不動産の売買や賃貸、お金や物の貸し
借り等の際には、契約書を作るようにしましょう。
本当は幸福な小鹿野の人たち
小鹿野町に生まれ小鹿野町で育った人たちはあま

り自分の幸せに気がついていないかもしれません。
都会の垢にまみれ、従業員への給料、借入金の
返済、毎月の高い家賃の支払い等に追われる人生
を考えたことがあるでしょうか。これがないだけで
も、多くの収入はなくとも、どれほど穏やかな生活
ができることでしょう。
また、豊かな自然を満喫しその中で気のおけない
友人と過ごせる時間は何事にも代えがたいと思いま
せんか。
私は東京で事務所を経営して、支払いに追われ

る日々を送っていました。決して誇張ではなく「もは
やこれまで」と言う場面にも何度か直面しました。
いま思うとぞっとしますが、小鹿野町に移住してき
てそれもなくなり、地域の人たちとふれあいながら
暮らせる人生のありがたさを味わって生きています。

　町民の多くの方は移動手段として自家用
車を利用する一方、公共交通（バス等）利
用者の減少が進んでおり、地域公共交通を
取り巻く環境は一層厳しさを増しています。

　更に、今後、運転免許を返納する高齢者の増加も予
想され、将来にわたり高齢者等社会的弱者の移動手段を
確保するためにも、地域公共交通を町民の暮らしを支える
重要な社会基盤（生活インフラ）の一つとして、安定的に
維持確保し、充実を図る必要があります。
　このようなことから、町では「地域公共交通の活性化及
び再生に関する法律」に基づき、令和６年度を初年度とし
令和１０年度までの５年間を計画期間とする「小鹿野町地域
公共交通計画」を策定し、誰もが利用しやすい持続可能な
公共交通ネットワークの構築を図ることを目指しています。
　町の公共交通の状況ですが、路線バスが町営バス（運
行：秩父鉄道観光バス（株））３系統（日向大谷・三峰口線、
白井差線、西武秩父駅線）、西武観光バス（株）３系統（小
鹿野線、志賀坂線、倉尾線）あり、その他に町営乗合タ
クシー（運行：秩父丸通タクシー（株））、小鹿野町社会
福祉協議会が運営する福祉有償運送事業（ハッピーパー
トナー）、町営スクールバス（小鹿野小学校、小鹿野中学校）
となっています。
　路線バスである町営バスは、小鹿野町中心部と秩父市
内を除いた区域で停留所以外でも自由に乗降できる自由
乗車区間が設定されています。また、高齢者バス優待乗
車券（７７歳以上）または身体障害者手帳等をお持ちの方
は、運賃は無料となっています。町営バスは、西武秩父
駅線の利用者は多くなっており、日向大谷・三峰口線や白
井差線は観光シーズンには多くの観光客が利用していま
す。西武観光バスは、小鹿野線の利用者が多く、倉尾線
の利用者は大変少ない状況にあります。

　町営バス、西武観光バスともに、埼玉県や町からの補
助金により運営されています。
　乗合タクシーは、運行区域である小鹿野・長若地区内
全域が自由乗降区域となっており、その他運行区域外の
乗降場所として、両神地区の「原医院」、「特別養護老人
ホーム花菖蒲・両神」、「堤医院」、「両神振興会館（旧両
神庁舎）」、「両神温泉薬師の湯」を設けています。乗合タ
クシーの利用は事前の利用者登録が必要で、利用料金は
１人１回３００円の定額で、乗車時現金払いです。利用者
の年齢制限もございません。また、高齢者バス優待乗車
券（７７歳以上）または身体障害者手帳等をお持ちの方は
無料です。運行時間は午前８時から正午まで、午後１時か
ら午後５時までの間となっています。予約は、利用希望日
の７日前から当日利用したい時間の３０分前までに電話また
はスマートフォンから行うことができます。受付時間は、電
話の場合は土日祝日を除く平日の午前8時から午後4時(正
午から午後1時を除く)、スマートフォンの場合は土日祝日
でも予約が可能です。乗合タクシーは、国や町からの補
助金により運営されています。
　福祉有償運送事業（ハッピーパートナー）は、町内に住
所を有する方で、社会福祉協議会会員で介護保険法の
要支援・要介護認定を受けている方や身体障害者手帳を
持っている方などが対象で、埼玉県内の医療機関への送
迎などが可能です。
　現在、倉尾地区への乗合タクシー導入に向けて、倉尾
地区住民の皆様と協議を進めています。今後は、住民の
皆様が一番利用しやすく便利な地域公共交通体系の確立
を目指して、計画を進めて参りたいと存じます。

小鹿野町長　森 真太郎

地域公共交通計画について
こんにちは
町長です


